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東
大
寺
山
堺
四
歪
図
に
つ
い
て

は

じ

め

に

正
倉
院
御
物
天
平
勝
宝
八
歳
の
東
大
寺
山
堺
四
至
図
は、

早
く
か
ら
伽
藍
図
及

び
地
形
図
の
資
料
と
し
て、

あ
る
い
は
ま
た
絵
画
資
料
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い

る
。

こ
の
図
の
写
し
が
「
東
大
寺
領
定
図
」

と
し
て
東
大
寺
図
3
館
に
保
存
さ
れ

建

研

F』

怠

造

究

物

て
お
り
、
最
近
調
査
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

ま
た
図
に
含
ま
れ
る
区
域
に
つ
い
て
、

実
測
調
査
を
昭
和
制
年
以
来
断
続
的
で
は
あ
る
が
行
な
っ
て
い
る
の
で、

そ
の
う

ち
天
地
院、

香
山
堂
に
つ
い
て
概
略
を
報
告
す
る
。

領

定

図

部分（絞）

領
定
図
は
勝
宝
図
の
粕
度
の
よ
い
写
し
と
さ
れ
て
い
る
。

鎖
定
図
は
縦（
南
北）

N
－

U

∞
m
、

横
（
東
西）
M
－

N
ω
m

あ
り、

西
の
方
よ
り
河
阻
の
所
と、

そ
こ
か
ら
さ

ら
に
η
叩
の
所、

さ
ら
に
ま
た
花
叩
の
所
に
破
線
が
南
北
に
拙
か
れ
て
い
る
ω

こ

れ
は
麻
布
を
つ
ぎ
合
わ
せ
た
縫
目
と
思
わ
れ
る
。

閣
に
は
方
眼
が
劃
し
て
あ
る
が、

す
で
に
知
ら
れ
る
如
く
南
北
方
向
と
東
西
方

向
で
は
そ
の
縮
尺
を
異
に
す
る
。

図
中
の
東
大
寺
の
建
物
配
置
を
東
大
寺
旧
境
内

実
測
図
と
照
合
す
る
と、

南
北
と
東
西
の
長
さ
の
比
は
三
対
四
と
な
る。

山
岳
部

で
は
さ
ら
に
縮
尺
を
か
え
て
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

図
に
含
ま
れ
る
笑
際
の
距
離
は

南
北
3
畑
、
東
凶
ω・
ω
切
で
あ
り
、
こ
れ
を
前
述
し
た
麻
布
に、

南
北
を
ほ
ぼ
生
か

し
て
東
西
を
お
し
こ
め
た
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
縮
小
率
を
か
え
な
が
ら
も、

河

川、

道
路
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
山
岳
部
に
お
い
て
も
現
地
形
と
よ
く
合
致
す
る
。

ま
た
図
の
左
上
方
（
西
北
陥）
に
「
天
平
勝
宝
六
年
十
月
」

と
記
入
さ
れ
て
い
る
。

図
は、

か
な
り
槌
色
し
て
い
る
が、

山
府
は
う
す
ず
み
、

川
は
賞、

道
は
茶、

寺中寺外総絵図tl'r 1図
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東
大
寺
山
削計
四
歪
図
に
つ
い
て

jミJ也｜完跡地形突m11凶第21;;.(I

築
地
は
県
の
輪
却
に
桃
色 、

約
皮
一公
と
区
別
す
る〉

に
着
色
し
て
い
る

。

（
昼
間似
は
瓦
立
に
は
縦
線
を
入
れ

建
物
は
オ
リ
ー
ブ
色

さ
ら
に
ま
た
図
に
は
一

県
染
谷
よ
り
時
計
廻
り
に
十
川抑
止ザ
道
に
至
る
叩
カ
所
の

地
点
名
が
記
入
さ
れ
て
い
る 。

こ
れ
は
東
大
寺
寺
地
を
決
定
す
る
界
線
を一
示
す
と

問
時
に 、

そ
の
区
附械
を
ぬ押
収
と
見
て
俗
界
と
区
別
す
る
結
界
の
際
識
点
と
考
え

（
政
l
）

ら
れ
る 。

3 

天

地

院

『
東
大
寺
要
録
』

巻
第
二
に

天
地
院
縁
起
云
行
法
存
和
銅
之
比
供－一

設
天
地
院一

之
日
比
山
能
帝
皇
建二
立

大
寺－

と
あ
る
こ
と
か
ら 、

天
地
院
は
東
大
寺
の
東
の
山
中
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。

同

じ
く
巻
第
四
に
は

一

天
地
院
号ニ
法
巡
寺－

縁
起
文
云
是
文
殊
化
身
行
法
芥
建
立
也・．．
 

於ニ

御
笠
山
安
倍
氏
社
之
北
高
山
半
中－

始
造二
和
銅
元
年
二
月
十
日
戊
寅

山
峯
一

伽
熊一
即
天
地
院
名ニ
法
蓮
寺－
：
：
：・

と
あ
る 。

こ
れ
に
よ
る
と 、

後
述
す
る
よ
う
に 、

春
日
山
の
東
南
方
香
山
堂
の
あ

る
高
山
の
中
胞
に
天
地
院
が
存
し
た
と
解
さ
れ
る 。

あ
る
い
は
飛
躍
す
る
か
も
知

れ
ぬ
が 、

勝
宝
図
に
あ
る
「
南
北
度
山
峯」
（
第
4
図）
を
回
有
名
詞
と
考
え ．

峯
の
一

伽
慌
を 、

hA

こ
の
「
南
北
度
山
峯」
に
あ
る
伽
臨
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い

。

天
地
院
が
和
銅
元
年
に
行
基
に
よ
っ
て
「
山
峯
の
一

伽
臨」

と
し
て
造
ら
れ
た

こ
と
を
一

応
信
用
す
る
と
し
て
も 、

勝
宝
図
に 、

後
述
す
る
香
山
堂
が
裳
や
井
泉
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を
含
め
て
叫
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
そ
の
位
骰
を
「
御
笠
山
安
倍
氏
社
北

高
山
半
中
」
と
あ
る
だ
け
で
、
そ
の
ほ
か
は
は
つ
き
り
と
記
し
て
い
な
い
。
ま
た

勝
宝
図
に
は
訊
索
蛍
の
東
南
に
千
手
堂
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
天
地
院
の

も
の
と
も
記
入
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
ま
た
和
銅
元
年
剖
建
以
後
の
天
地
院
に
つ
い
て
は
要
録
に
延
暦
十
七
年

(
7
9
8
)

、
貞
観
十
八
年
(
8
7
6
)

の
記
述
が
見
ら
れ
る
が
信
憑
性
に
乏
し
く
、
天
喜
元

年
(
l
0
5
3
)

九
月
廿

H
の
条
に
｀

未
時
南
而
有
一
元
前
皿
桧
皮
荘
幽
等
井
仏
像
証
亡
井
有
二
小
三
間
桧
皮
庇
咋
ぎ

同
以
-

1

焼
失

-iil
-―仏
像
一ーさ`

と
あ
る
に
至
っ
て
は
じ
め
て
内
容
が
具
体
的
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
平
安
中
期
以
前
に
つ
い
て
は
天
地
院
の
村
在
を
明
確
に
ぱ
立
証
で

き
な
い
。
が
し
か
し
天
地
院
の
閏
伽
井
が
、
古
く
か
ら
あ
っ
た
法
華
地
の
千
日
不

;̀
・`
S

・・
'-

断
化
の
行
法
に
関
係
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
考

れ
ば
、
に
わ
か
に
断
じ
難
い
間
如
で
あ

試
密
・、
蝶
品
1

應
す
（註
？
）

と＂

る
。
こ
の
間
起
は
別
に
し
て
、
こ
こ
で
は
天

茫
泉

g
符
i
.

w
 .. 
ei
 

虻

翌

井
地
院
に
関
し
て
、
江
戸
時
代
の
も
の
で
あ
る

の

p
 

.＂
1
、

祁
紀
、在
忠

下
が
、
も
っ
と
も
侶
頼
の
お
け
る
東
大
寺
蔵
寺

1
1

中
寺
外
総
絵
図
（
第
1
図
）
と
地
形
実
測
図
（
第

導

紐h
 
2
図
）
と
を
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

ー・ツF" 
11. 

の
位
脱
及
び
規
樅
の
推
定
を
試
み
た
い
。

第
1
図
に
示
す
寺
中
寺
外
図
に
は
二
月
韮

の
後
よ
り
天
地
院
の
堺
ま
で

98
間
と
因
い
て

あ
る
。

1
間
を
六
尺
五
寸
と
し
て
二
月
堂
か

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

ら
東
へ

98
間
と
っ
た
所
は
、
丸
山
の
煩
上
を
通
る
線
に
当
り
、
ま
た
こ
れ
は
地
形

実
測
の
際
東
大
寺
の
東
を
限
る
と
思
わ
れ
る
石
標
が
南
北
方
向
に
何
本
も
埋
設
さ

れ
た
線
に
一
致
す
る
（
第
2
図）
u

こ
れ
を
天
地
院
の
西
限
と
考
え
る
と
第
2
図
に

示
す
よ
う
に
天
地
院
の
西
大
門
跡
と
お
ぽ
し
き
平
坦
地
が
こ
の
線
上
に
見
ら
れ

る
。
さ
ら
に
丸

111
の
東
方
に
悔
抜
2
0
5
m
か
ら
2
0
8
m
で
南
北
約
5
0
m
東
西
約
6
0
m

ほ
ゞ

3
0
0
0
'JIf
の
平
＇
坦
地
が
あ
り
、
八
講
堂
跡
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
推
定
西
大
門
跡
か
ら
東
へ
の
ぽ
る
と
水
源
地
に
至
り
、
東
西
約
2
0
m
南
北

約
5
0
m
の
台
地
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
西
下
方
に
約
1
5
m
に
3
0
m
の
台
地
が

2
段

に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
が
北
室
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

第41．図 天平・ll券宝八歳図 部分（朕）
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京
大
寺
山
排
四
至一
凶
に
つ
い
て

回
限
は
よ
い
と
し
て 、

京
限
に
つ
い
て
寺
中
寺
外
国
に一
市
す
間
数
「
此
裟
ヨ
リ

二
百
十
川」

を
測
る
と 、

現
在
一

目
千
本
な
ど
と
呼
ば
れ
る
桜
の
名
所
と 、

天
地

院
の
石
碑
の
立
っ
て
い
る
所
を
通
り 、

附
伽
井
山
と
呼
ば
れ
る
位
位
に
達
す
る 。

こ
れ
が
京
阪
と
考
え
ら
れ
る 。

こ
の
よ
う
に
般
定
し
仰
て
も 、

た
と
え
ば
要
政
に
云
う
千
手
立
と
寺
中
寺
外
悶

に一
市
す
も
の
は 、

国防
恨
の
形
式
な
ら
び
に
位
置
の
点
で
相
容
れ
な
い
と
い
う
川
組

は
な
お
解
決
さ
れ
な
い

に

4 

香

山

立

在？山2足跡地mフJ i)llJI調

新
薬
師
寺
の
北
を
通
っ
て
春
日
奥
山
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
に
入
り 、

新
若
草
ド
ラ

イ
ブ
ウ
ェ
イ
と
の
合
流
点
の
す
ぐ
手
前
に
朱
塗
り
の
桐
が
あ
る 。

そ
こ
か
ら
約
5

0
m
ほ
ど
山
に
人
る
と
ま
た
伺
が
あ
る 。

お竹
口
神
社
末
社
鳴
神
神
社
で
あ
る 。

こ

の
す
ぐ
下
に
直
径
8
m
ほ
ど
の
井
泉（
闘
伽
井）
が
あ
る（
第
3
図〉 。

そ
こ
か
ら
ま
た

ちo
m
ほ
ど 、

山
の
中
，版
に
そ
っ
て
歩
く
と
な
だ
ら
か
な
尾
根
に
な
っ
た
と
こ
ろ

に 、

寺
院
逃
跡
が
あ
る 。

釘I 5 IZI 

そ
の
位
置
は 、

東
に
佐
保
川
の
源 、

東
南
に
能
登
川
（
今
の
岩
井
川）

の
源
が
寄

っ
た
所
か
ら 、

山
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で 、

勝
宝
図
の
右
下
方
（
東
南
山）
に
「
呑
山

立」
、

と
hHリ
き
設
が
捕
か
れ
て
い
る
場
所
に
一

致
す
る（
第
4
凶〉 。

ま
た
図
中
の
井
泉
は 、

前
述
し
た
井
泉
に
よ
く
合
致
す
る 。

香
山
立
に
つ
い
て
は
す
で
に
福
山
敏
男
時
士 、

毛
利
久
博
士
な
ど
が
説
か
れ
て

い
る 。

と
く
に
毛
利
博
士
は
現
地
を
踏
査
し 、

追
跡
に
つ
い
て
も
記
述
さ
れ
て
い

（
民
3
）

る 。一

昨
の
景
観
は
南
に
高
円
山
が
あ
り 、
そ
の
右
手
に
大
和
平
賢
が
望
ま
れ 、
左
の
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と
記
さ
れ
て
い
る
が 、
こ
れ

は一
段
目
に
金
棠
が 、
二
段

目
に
は
廊
と
お
ぽ
し
き
も
の

が
あ
り 、
そ
の
前
方
の
左
右

の
尾
根
に
若
干
の
礎
石
が
認

め
ら
れ
る
の
で 、
こ
れ
が
「

東
西
楼」
に
相
当
す
る
も
の

か
と
思
わ
れ
る 。
こ
の
追
跡

の
全
面
的
な
発
掘
調
査
が
待

た
れ
る 。

方
に
は
大
和
盆
地
の
橙
を
な
す
峰
が
辿
な
っ
て
非
徹
に
眺
紐
の
よ
い
所
で
あ
る 。

造
跡
の
現
状
は
第
5

図
に
示
す
通
り
で
あ
る
U

図
に
示
す
よ
う
に 、
追
跡
は
5

段
に
分
か
れ
て
お
り 、
さ
ら
に
南
に
や
4
平
坦
な
頂
部
を
も
つ
独
立
峰
が
あ
り 、

こ
こ
も
建
物
の
あ
っ
た
跡
と
考
え
ら
れ
る（
第
6

図) )
悔
抜
444
m
か
ら
442
m
に

か
け
て
の
第一
段
目
と 、
悔
抜441
m
か
ら439 .
5
m
に
至
る
第
2

段
目
以
外
で
は

大
き
な
建
物
の
建
つ
余
裕
が
見
ら
れ
な
い 。
第一
段
目
に
は
礎
石
ら
し
き
も
の
が

い
く
つ
か
み
ら
れ 、
9

間
に
4
間
の
建
物
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る（
第
5
図）
e

2
段
目
は
東
西
約
23
m

南
北
22
m

で一
番
広
く 、
軍
要
な
詣
が
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
る
が 、
そ
の
規
校
は
判
然
と
し
な
い 。
『
延
悩
佃
録』
の
仁
型
皇
后
伝
に

皇
后
又
造ーー
香
山
寺
金
呼ぎ 、
仏
市
荘
厳
具
足 、
東
西
楼
悧
彩レ
帝 、
左
右
危
観

虚
故 、
雅
涸
難レ
名

む哨をテブ幻＂ーーりよ跡堂―香図6
 

第

蚊
後
に
1

段
目
西
よ
り
の

溝
で
表
面
採
梨
し
た
瓦
に
つ

い
て
少
し
触
れ
て
お
く

（
第

(

3
)
 

(

2
)
 

(

1
)
 

トー
J
し
,＇r
1
 

f
 ー

9
9
 7

図） 。
採
媒
し
た
瓦
は

す
べ
て
破
片
で
あ
り 、

鬼
瓦
1

点
と
軒
瓦
12

点

で
あ
る 。
こ
れ
ら
は
大

別
し
て 、
軒
丸
瓦
2

型

式 、
軒
平
瓦
2

型
式
に

わ
け
ら
れ
い
ず
れ
も
平

城
宮
跡
出
土
の
も
の
と

同
型
式
で
あ
る 。
ま
た

こ
れ
ら
の
瓦
が 、
法
華

寺
及
び
平
城
宮
東
辺
部

に
多
く
み
ら
れ
る
も
の

と
同
型
式
で
あ
る
こ
と

は 、
輿
味
深
い 。

（
森
蘊 、
牛
川
喜
幸 、
伊
東
太
作）

本
稿
の一
部
は 、
昭
和
41
年
度
科
学
研
究
費
「
地
形
濶
査
に
よ
る
東
大
寺
天
地
院
の

復
原
的
研
究」
の
援
助
に
よ
る
も
の
で
あ
る 。

註

森
秘 、
牛
川
喜
幸「
寺
地
と
結
界
の
桶
々
相」
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報1966

森
蘊「
結
界
の
立
地
的
考

穴こ南
教
仏
教
第
二
0
号
昭
和
42
年

森
総 、
「
地
形
か
ら
観
察
し
た
春
日
山
の
文
化」
奈
良
文
化
論
汲
昭
和
42
年

森
粒 、
牛
川
喜
幸「
阿
伽
井
及
び
阿
伽
井
屋
に
つ
い
て」
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

年
報1965

毛
利
久「
新
薬
師
寺
考」
昭
和
22
年

第7図 省山詣跡の瓦頬
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